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四111」一一五 〃ＴＩi」小使霊室蛤辻 飴仕小使鑑所校長歌頭 校長等應接室
い
て
驚
い
た
く
ら
ゐ
で
あ
る
。
中にも、本館の基礎の如きは、九尺に九尺を掘り下げ、馨しい栗石を入れて固めたと云ふ。その結果は、假移鞠の直後、
七月一一十八日午後十一時四十分に起った劇震、翌日の鞘彊一一十一一一回、輕震十四回、一一一十日の積強五回、輕震十回、一一一十一
日の梢強一同、輕震十一一回、八月一日の梢掻一同、輕震六回と、五日間に亙る、賞地方未曾有の大地震に、民家の倒壊、
熊本市一一一十一戸、半漬十七戸、飽田郡の潰家百四十九戸、牛漬百七十四一尺その他多数あり、熊本市の塵死一一一人、負傷五
人、飽田郡の塵死十五人、負傷一一一十四人の外、人畜の死傷も少からず、明治天皇・皇后雨陛下よりも、多額の賜金があっ
たほどなのに、本館には些かの損傷もなかったことが、當時の官報にも出て居る。
星霜故に七十年、その間煉瓦の建物には、少しも手を加へないのに、本校を訪れる人とは、異口同音に、偶には洗ひ淨
めるだらう、と言ふほど鮮やかでもあり、階段や戸窓の如き、最も動かされた部分に至るまで、少しの破損歪曲もなく、
緬圭呆建刀上からと云ふので、去る昭和十一一年の夏（十時校長時代）に、取替へられた儒礒な床板を一見しただけでも、
待
望
の
煉
瓦
建
の
本
館
は
、
明
治
二
十
一
年
一
一
月
に
工
を
起
し
て
、
翌
一
一
十
二
年
の
八
月
に
は
、
早
く
も
そ
の
竣
成
を
見
た
の
で
、
去
る
二
年
前
、
假
事
務
所
を
設
け
た
日
の
、
七
月
十
一
一
一
日
を
卜
し
て
、
夏
季
休
暇
中
、
と
り
あ
へ
ず
、
古
城
か
ら
龍
南
に
假
移
輔
を
爲
し
た
。
か
く
て
、
び
り
よ
事
務
所
は
九
月
に
、
物
理
學
實
駿
室
は
十
一
月
に
、
化
學
實
験
室
は
十
一
一
月
に
、
竣
工
し
た
が
、
廣
菱
亡
慮
五
万
一
千
餘
泙
の
地
域
と
、
一
二
百
坪
に
垂
ん
と
す
る
、
堂
堂
た
る
一
一
階
建
赤
煉
瓦
の
本
館
を
始
め
と
し
て
、
大
小
幾
多
の
建
物
が
立
ち
並
び
、
而
も
現
在
と
違
っ
て
、
校
域
に
は
、
一
本
の
大
木
も
な
く
、
附
近
に
も
亦
、
濟
々
篝
や
薑
の
熊
本
高
等
工
業
學
校
も
な
く
、
蒻
蔚
と
し
て
翠
緑
を
湛
へ
て
居
る
龍
田
山
を
背
景
と
し
て
、
目
も
鮮
や
か
な
赤
煉
瓦
の
本
館
は
、
眞
に
、
九
州
に
お
け
る
最
高
學
府
の
名
に
相
應
は
し
く
、
熊
本
に
於
け
る
一
偉
観
と
も
な
り
、
一
名
せ
い
が
い
所
と
も
な
っ
た
。
寮
歌
「
武
夫
原
頭
」
の
所
謂
”
西
海
の
一
聖
地
“
も
、
決
し
て
溢
美
で
は
な
く
、
連
日
相
踵
い
で
來
ろ
参
観
者
の
状
態
は
、
當
時
の
”
門
衛
日
記
“
に
も
記
さ
れ
て
居
り
、
第
五
地
方
の
各
縣
尋
常
中
學
校
生
徒
の
修
學
旅
行
も
、
最
も
近
代
的
な
龍
南
の
大
連
動
會
の
参
観
を
目
標
に
し
て
居
た
こ
と
が
、
記
録
に
残
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
殊
に
、
九
州
鐵
道
は
、
そ
の
年
の
一
月
を
以
て
、
線
路
の
實
測
を
了
へ
、
門
司
’
遠
賀
川
間
、
博
多
・
久
留
米
間
、
高
瀬
（
今
の
玉
名
蝉
）
・
熊
本
間
は
、
何
れ
も
同
年
七
月
に
、
久
留
米
・
高
瀬
間
は
、
翌
年
七
月
に
起
工
し
た
が
、
高
瀬
・
熊
本
間
の
竣
工
期
限
は
、
一
一
十
五
年
の
六
月
に
な
っ
て
居
る
と
云
ふ
有
榛
で
、
運
輸
の
不
便
や
費
用
の
節
約
か
ら
し
て
、
本
校
の
東
方
、
泰
勝
寺
参
道
下
に
、
焼
場
を
椿
へ
て
煉
瓦
を
製
け
や
倉
造
し
、
建
築
用
の
樫
二
十
五
本
は
、
球
磨
郡
皆
越
村
字
八
久
保
の
官
有
林
中
、
盗
伐
さ
れ
た
も
の
を
擁
下
げ
、
一
一
百
六
十
八
圓
餘
ｌ
今
の
五
十
万
圓
以
上
に
當
ろ
？
ｌ
の
運
搬
費
を
出
し
て
と
り
よ
せ
、
礎
石
そ
の
他
の
石
材
は
、
城
西
石
帥
山
方
面
に
求
め
、
基
礎
工
事
に
使
っ
た
栗
石
は
、
近
く
の
白
川
か
ら
運
ば
せ
た
が
、
爲
に
石
榊
の
山
容
が
愛
り
、
河
原
に
は
、
一
時
栗
石
が
な
く
な
っ
た
、
と
當
時
働
い
た
人
達
か
ら
、
直
接
間
め
る
だ
ら
う
、
と
言
ふ
ほ
ど
鯖
ゃ
か
て
も
あ
り
衛
生
保
健
の
上
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
去
る
昭
和
ユ
老杉斌馳の堅材に驚かされたものである。
Ｉ
◇
ｌ
◇
ｌ
〔
備
考
〕
かかる間に、野村校長は、同年九月一二日、”非職“を命ぜられ、教頭の西邨貞氏が、”校長事務取扱“を命ぜられたが、
、
、
本校も翌年の一月には、寄宿舎が竣工したので、故に漸やく完成を見るに至った。而して新校移輔直後の職員は、教諭十、、
人、嘱託教員五人の外、會計主任まで一一十五人となったが、一一月十四日には、平山太郎氏が、一一代目の校長となり、十月
、
、
、
、
、
十日を卜して、新校の開校式が行はれたのである。轄の頃になると、學校長の外、教授九人、幹事一人、助教授四人、書
、
、
、
、
、
、
、
、
記一一一人、嘱託員十人、雇員十一人、雇外園教師一人、計四十人となり、生徒は、前年十月一一一十一日調に依れば、豫科一級
一一七
高
中
時
代
髄
南
へ
の
郷
愁
龍
南
の
五
年
１０，△０■Ｐ凸曰リー０１・・も■■■■■▼◆●ＵｌＳＦ６■■■■■■■Ｕ０Ｐｌ■｜Ｂ■▽１０１０００６ＧＩＩ■▼ｂ□■■■ｑ■■■■１４■□０Ｊ■■■■Ｉ且■ｑｄｖ凸■■曰Ⅱ■■■■■ＯｄＶ０‐・ＩＯＵＰ４ＩＩｄⅡＢＶＩ■■。－■■■９６１１－Ｊ■■■■■』■▽△■■■で一●■■凸■ⅡⅡ■１０■０’
一一一ハ
官報を引用する。
の一節もある。
開校式日が、いよいよ一一十三年十月十日に決定したのは、種種曲折を經た後の、九月二十二日のことである・何分にも、
歴史的の行事で、その準備に忙殺されたことは、詳細な記録も残って居る。例へぱ、わざわざ印刷局に注文した招待状が、
九月十日になっても來ないので、電報で照會し、驫式の前日には、豫行演習までやると云ふ有様で、長崎の馨學部から、
生徒八十人が列席するに就いても、電報の往復が頻繁であったやうだ。而して開校式の模様に就いては、十月一一十七日の
龍
南
へ
の
郷
愁
二八
十一人、同一一級五十一人、同一一一級一一一十六人、補充一級六十八人、同二級、四十六人、計一一百十七人に増加して居る。
〔備考〕
然ルー、世上或ハ都會ノ繁盛二巻懸シ、學校ヲ選ムニ方リ、此二拾テ彼二赴ク者ナキニ非ズ、誤レリト謂フベシ、諸君
願ハクハ意ヲ並二注ギ、布モ少年子弟若クハ父兄ニシテ、此ノ如キ謬念ヲ抱ク人アラバ、懇と誘告シ、來リテ此二學ブ
者アルモ、告ゲテ彼二遊ブ者ナカラシメ、盆我固有ナル淳朴剛毅ノ氣風ヲ篭固ニシテ、他日大一一之ヲ擴張シテ、世ノ輕
挑浮薄ノ風ヲ矯正スル基礎トナスノ覺悟アランコトヲ
長
、
筆
者
註
）
祓
露
ヲ
述
『
一二同會食、終テ競馬
ノ数三百四十八人、其処
平山校長の式辞中には、
第五高等中學校ハ、熊本縣飽田郡黒髪村ノ新築工事竣功セルヲ以一え十月十日、開校式ヲ墨グ、其次第ハ、當日午前十
時、來賓参集シ、一同式場二入ル、次デ雅樂ヲ奏ス、次二生徒唱歌、次一一文部四等技師久留正道、新築竣工ノ報告ヲ爲
シ、次一一學校長平山太郎演述、次一一文部省専門學務局次長濱尾新演説、次二九州各縣知事總代熊本縣知事富岡敬明祀瀞、
次二熊本縣會議長嘉悦信之祀欝、次一一生徒総代本科一部第一學年生徒木崎虎太（後、武藤と改姓、後の本校教授並に枚
濱尾次長の演述は、本文三千二百四十二字に及ぶものであるが、その中には、
抑各高等中學校卒業生ノ、直二分科大學二入學スルコトヲ得ベキ、分科大學規程中ニモ明記スル所ニシテ、既二客年始
メテ、第三及第四高等中學校ヨリ、数名ノ入學アリ、其入學後ノ成績モ、櫛シテ劣等ナラズ、而シテ第二高等中學校及
第五高等中學校即チ本校ニハ、本年始メテ本科二進ミタル者数名アリテ、今後二年ヲ經、各校倶二續々卒業生ヲ出スニ
ママ
至ラ・ハ、其志望二鵬ジ、皆均シク大學二入ルコトヲ得、以テ各高等中學校ト大學トノ連絡ヲ完フスルニ至ルベシ、然ル
ー、世人或ハ、大學二入ルニハ、必ズ第一高等中學校を經由セザルベカラズト思惟スルモノァルハ、其事實ヲ知ラザル
モノニシテ、謬見二過ギズγ切一一望ム、大學二入ラント欲スル青年子弟ョ、此謬見二惑フコトナク、便宜其地方ノ高等
ママ
中學校二於テ、高等ナル並曰通教育ヲ受ヶ、豫修ヲ完フシ、其目的ヲ達センコトヲ、
一一九
商
中
時
代
野村校長は、明治二十年十二月にも、樹木寄附願を出して、茶・椿・梅等を寄附したが、二十一年より、生徒の修學旅行用及び
戸外運動用の諸費として、年額金百回宛の寄附を爲し、非職後も、四年間繼績して居ることが、官報に出て居る。又、高須隊郎
氏と共に、生徒の戸外運動用として、乗馬一頭宛を寄附して居るのである。
因に、明治一一十八年から一一一十三年まで、職員生徒及本枝に綴故ある者を以て、”栽樹會“が組織され、一一月十一日を卜して、い
ろいろの樹木が栽ゑられたのであるが、その前後にも、卒業記念の植樹が行はれたことに云ふまでもない。序に、本校又は龍南
會宛に、金品の寄附した人も多く、それ等は、五十年史に一括して置いた。
筆者註）祀瀞ヲ述プ、次二生徒唱歌、次一一奏楽、右ニテ式ヲ了リ、來賓順次、校内各室及生徒ノ禮操ヲ巡覧シ、次
、
、
同會食、終テ競馬（有志者ノ寄附二系ル者）及生徒ノ遊技等アリ、午後六時、來賓悉ク散ズ、此日天氣晴期、來賓
一一一百四十八人、其他本校及欝學部職員生徒共、計七百九十七人ナリ、其翌日ハ、公衆二校内ノ縦覧ヲ許セリ、云云
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
但シ洋服持合セナキ者ハ筒袖肌着股引ヲ代用スルコトヲ得
、
、
、
、
、
、
、
とあるのも面白い。殊に、はだきやももひきなどは、今の青年子弟は、
同十日の掲示に依って、その年の教科書を蕊げてみれば、
而して新校開校當時に在りては、本校も、既に一部・一一部の厘別も立ち、尋常中學校の優等卒業生には、成績に擦り、
本科へ一人、同二部一年へ一一一人、豫科一年へ十六人、同二級へ一人、同三級へ二人、凡て無試騎入學を許して居るが、成
績の次第に基づいて、或は本科一年へ、或は豫科三級へと、可なり大きな段階を設けて居ることも、隔世の感があるけれ
ども、それに従って入學したのは、興味ある現象ではあるまいか。
イ
セ
イ
九
イ
八
イニ
翌一一十四年九月にも、豫科一級へ一一十六人、同二級へ十六入、同三級へ二入を、一一十五年にも、豫科一級へ一一一十六人、
イーーー
イニ
同二級へ十七人を、一一十六年にも、豫科一級へ一一十四人、同二級へ二十八人、同三級へ一人を、二十七年九月にも、大學
豫科三年へ十七人、同二年へ一一十八人、同一年へ百一一一十一一一を、それぞれ無試騒で入學さして居るが、それは、尋常中學校
の教育が、次第に進歩して來たことを物語るものであらう。
龍
南
へ
の
郷
愁
と諭すところもあった。
補充第一級には、
補充第二級（最下級）には、．
℃
、
、
、
國語漢文（和文読本、日本外皮）、英語（ロングマン氏第三讃本、同第四讃本）、歴史（榊保氏小學日本歴史）、数
、
、
、
、
、
學（寺尾氏算術教科書、菊池氏幾何教科書）
豫科第三級には、
豫科第二級には、
豫科第一級には、
、
、
國語及漢文（八大家文、史記傳抄）、英語（ゴルドスミス氏ウィカー・オフ・ウエークヒールド、一種未定）、
、
、
、
、
、
、
（ヘステル氏第一第二讃本、ブフハイム氏第一讃本、ヱンゲリエン氏第二読本、コンホルト氏文法書）、歴史
高
中
時
代
一一一一
一一十三年度の入學試験に關して、九月五日の掲示には、
「習字科（漢）ニハ筆墨及硯ヲ携フベシ
ー、習字科（英）ニハベン及インキヲ携フベシ
一、習字科（漢）一ス筆墨及
一、習字科（英）一スベン及
一、鵠操科一ス和服ヲ許サズ
、
、
、
、
國語漢文（和文讃本、一一一島氏初學文章軌範）、英語（ロングマン氏第四調本、スウヰントン氏萬國史）、歴史（プレ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
－マン氏小駄羅巴史）、数學（寺尾氏算術教科書、菊地氏幾何教科書、スミス氏代数初歩）、物理學（スチゥワート
マや
、
、
》
マ
マ
氏サインスプライマー（参考））、化學（ロスコー‐氏サインスプラィマー（参考））
、
、
國語漢文（謝選拾遺、八大家文）、英語（ジョンソン氏ヒストリ・オフ・ラセラス、マコーレー氏フレデリック・グ
、
、
、
、
レート・スウヰントン氏大文法書）、數學（スミス氏大代数學、ウヰルソン氏立鵠幾何）、化學（スト｛ソレル氏化學
書
（
参
考
Ｕ
、
、
國語漢文（文章軌範、謝選拾遺）、英語（スマイルス氏セルフ・ヘルプ、マコーレー‐氏ライフ・オフ。クラィブ、ス
、
、
、
、
、
、
｛ソヰントン氏大文法書）、数學（スミス氏大代数書、ウヰルソン氏平面幾何學）
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
こ
と
ば
語すら知らないであＦＤう。
￣
○
、
、
燭語
（ブイ
夏目教授の祀瀞等であらうか。
右の勅語に就いては、當時の國建
おいた通りである。
、
、
、
、
、
、
、
、
國語漢文（竹収物語、土佐日記、韓非子、左傳）、英語（未定）、潤語（ウエベル氏萬國史、セーヘル氏文法書）、
、
、
ママ
、
、
歴史（スチウデントセリーズ各國史）、哲學（ジエポン氏論理學）
本科一一部第一年には、
、
、
、
、
、
、
英語（不詳）、潤語（ウェベル氏寓國史、セーヘル氏文法書）、数學（バックル氏平面解析幾何、バンザイド氏方程
、
、
、
、
、
、
式論）、化學（ロスコー氏化學（参考書））、測量（キレスピー‐氏測量學）、圖書（ワーレン氏投影書法）
となって居るが、その中、スミス代数書、トドハンター氏平面一一一角法、バックル氏解析幾何、・ハンザイド氏方程式論、ワ
ーレン氏投影書法、韓非子、左傅、ジェポン氏論理學、フィセル氏萬國史、ウエベル氏萬國史、スウヰントン氏英文法書
などは、巳むを得ない事情ある者に限り、規則に従って、貸付けたもので、その貸付簿の一部は、五十年史に篇眞にして
説して置いた。
又、龍南人に取って、忘れ難いものの中には、瑞邦館と濟美館がある。”瑞邦“の二字は、嘉納校長が、龍南會の爲に、
有栖川宮一品親王殿下に揮毫を願って掲げたもので、海舟の「入紳致用」も、當時のものである。”濟美“の一一字は、参
謀總長小松宮彰仁親王殿下が、次の中川校長の懇請を容れて、揮毫されたもので、一一一十一年六月、初め、瑞邦館に掲げ、
雨天禮操場に、後更に、柔創道場に移され、嘉納校長の”順道制勝行不害人“の八字も、永い聞柔道場に掲げられて居た
もので』ある。
年一月一一十一一日、平山校長の奉携歸校、五十年史編纂の頃、校長室に掲げてあった勅語の大額の由來、秋月教授の”勅語
演説”、並に中川校長の序・木村弦雄の散、秋月翁辮任の際に贈った”山高水長集“や”鎮西餘響“等、十頁に亙って襖
ヘルン氏の試駿問題は、五十年史編纂の當初、雑然と堆積された無数の資料の中から、全く偶然に私が發見したもので
ある。賞に見事な筆蹟ではあるが、日本人離れがして居ることに注意しただけで、まさかヘルン氏の眞蹟とは、知らなか
った。然るに、幸にしてｙ當時の生徒であった十時校長が一見して、それと確認したものである。一八九一一一年、明治一一十
六年の卒業期即ち本科二年、四年次即ち本科一年、及、豫科一・一一年に課したもので、本科には英作文、豫科には會話と
なって居り、その他、法科及文科の生徒に課した、英文羅鐸、羅文英謹の問題も添へてあり、該問題紙には、御丁寧にも
櫻井校長と佐久間（信恭）教授の認印まで押してある。而してそれは、一一十七年十一一月一一一十日を以て、本校を去った前年
に富ろ。五十年史には、その一部を鳥眞にしたが、並には輔載して参考に供する。
夏目教授の「祀瀞」には、”明治三十年十月十日第五高等學校教員総代教授夏目金之助“と記されて居る。行文筆
註
致ともに、一一松學舍（今の大學の前身）の三島中洲の直門だけあって、漱石全集中の蔵書目録や、漢詩集を一見しただけ
高
中
時
代
一一一一一一
五十年史を緒いて見ると、その一六七頁に、私は、次のように書いて居る。
我が校の寳物は何かと間はれたならば、誰しも言下に、御哀署の勅語並に「瑞邦」「濟美」の御額だと答へるに相違な
い。又、準校寳とも穂すべきものには、竣功間もない頃の爲眞、勝海舟翁の額、嘉納校長の額、ヘルン氏の試駿問題、
龍
南
へ
の
郷
愁
セル氏大寓國史）、
本科一部第一年には、
、
、
、
、
國語漢文（竹収物語
、
、
歴
史
（
ス
チ
ウ
デ
ン
ト
本
科
二
部
第
一
年
に
は
、
、
、
ｌ
◇
ｌ
◇
當時の國情や、一一十三年十月一一一十日煥發の直後、十一月一一十一一一日、元の新嘗祭日の奉讃式、一一十四
、
、
數學（トドハンター氏平面一一一角法）、
、
、
物理（スチウワーＦトー氏物理書（参考））
！一一一二
ヘルン氏のものは、直ちに庶務課の金庫に蔵ってもらったので事無きを得たが、それと前後して探し出した、夏目教授
の試騒問題は、謄富刷りではあったが、編輯室の書棚の中に、符接をしておいたばかりに、何時の間にか、誰かがそれを
抜き取ってしまった。夏目教授は、ヘルン氏が去った翌翌年、即ち二十九年四月十四日の發令で講師、七月九日、教授と
なり、三十三年五月十一一日付、英國留學、一一一十六年一月二十一日”歸省”、一一一十六年一一一月一一一十一日退官まで、實際は四年
餘でも、辞令の上では、七年近くも勤めて居たのだから、専門に關するものが、せめて一つくらゐ遣って居てもいいもの
なのに、全く惜しいことをしたものだ。（習學寮史に、”猫“の多々良三平云云に就いて、「これはたしか明治三十九年九
月頃の事である。」と書いて居るのは、”猫“は、’一一十八年一月一日から、三十九年八月一日までの作であるが、作中の人
物とは、たしかに十年のずれがあるのである。）
龍
南
へ
の
郷
愁
三四
でも、その片影がしのばれ、後年の文豪漱石一一一十歳（］、ミーご］Ｓの天分が沁餘誼なく發揮されて居るばかりでなく、日
し
ん
べ
ん
情
戦
勝
後
に
於
け
る
、
世
相
並
に
龍
南
人
へ
の
鍼
硬
と
観
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
の
一
篇
は
、
岩
波
書
店
刊
行
の
初
版
全
集
に
は
輯
録
さ
れ
て
居ないが、先年、寡夫人が森田草平等と共に來校、撮影したこともある。五十年史には、ヘルン氏のと同じく爲眞にした
が、この度は、全文を筆録して置く。
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ｉｎｃｉｄｅｎｔ；ａｎｄｗｒｉｔｅｙｏｕｒｏｗｎｏｐｉｎｉｏｎａｓｔｏｗｈａｔｉｓ“eternal，，ｉｎ
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Ⅱ
ThemeforFourth-yearClass（Eng．Ⅱ）：－
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m
ThemeforPreparatoryC1ass，Ｐ､１．Ａ.＆Ｐ､１．Ｂ・
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Ⅳ
ThemeforPreparatoryC1assP､２．Ａ.＆Ｐ､２．Ｂ・
－ＴｈｅＳｔｏｒｙｏｆｔｈｅｔｈｒｅｅＣａｓｋｅｔｓｉｎShakespeare，ｓ“Merchantof
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正
則
の
方
で
は
英
語
を
や
ら
な
か
っ
た
か
ら
卒
業
し
て
後
更
に
英
語
を
勉
謹
し
な
け
れ
ば
溌
備
門
へ
は
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
面
白
く
も
な
い
し、二一一一年で僕は此中學を止めて了って、一一一島中洲先生の二松學舍へ軸じたのであるが、……元來僕は漠學が好きで随分興味を
有
っ
て
漢
籍
は
澤
山
調
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
今
は
英
文
墨
な
ど
を
や
っ
て
居
る
が
、
其
頃
は
英
語
と
來
て
は
大
嫌
ひ
で
、
手
に
取
る
の
も
厭
な
氣
が
し
た
。
…
…
其
魔
で
僕
も
大
い
に
發
心
し
て
大
學
豫
備
門
へ
入
る
爲
に
成
立
學
舍
…
…
へ
入
墨
し
て
、
殆
ど
一
年
許
り
一
生
懸
命
に
英
語
を
勉
彊
し
た
。
高
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時
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（明治三十九年七月「中學生時代」）
五 Latin Examination
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休
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ｕ
平
山
校
長
は
、
着
任
の
年
に
、
新
校
の
開
校
式
や
、
勅
語
の
奉
安
な
ど
の
大
任
を
果
し
、
二
十
四
年
六
月
八
（
鏥
作
）
日
を
以
て
逝
じ
り
つ
・
去
（
錘
輌
卸
評
準
呼
魂
騨
霧
て
、
）
。
同
年
八
月
十
一
二
日
付
を
以
て
、
文
部
省
参
事
官
の
ま
ま
、
而
立
の
濁
身
の
蝿
爽
た
る
嘉
納
校
長
の
新
任
を
見
た
の
で
あ
る
。
後
年
は
日
本
の
、
今
日
は
世
界
の
嘉
納
先
生
と
な
っ
て
居
る
だ
け
、
そ
の
任
期
は
、
一
一
十
六
年
一
月
一
一
十
五
日
ま
で
、
僅
か
に
一
年
五
箇
月
に
過
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
足
跡
は
恂
に
大
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
後
に
記
す
や
う
に
、
龍
南
會
も
、
着
任
直
後
に
出
來
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
本
校
第
一
同
の
卒
業
式
も
行
っ
た
。
職
員
中
に
は
、
そ
の
前
年
以
來
の
秋
月
老
教
授
が
あ
り
、
同
年
十
一
月
に
は
、
三
十
六
歳
の
ｌ
◇
ｌ
・
Ｉ
閑
話
休
題
。
平
山
校
長
は
、
着
任
の
年
に
、
》
去
傘
輌
卸
評
準
呼
魂
蜂
霧
て
、
）
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国
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熟
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大
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弟
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ヲ
遇
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１
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如
ク
弟
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師
ヲ
硯
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可
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ト
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ア
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ヘ
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ナ
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若
然
ラ
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ソ
放
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擾
妄
一
一
校
紀
ヲ
素
乱
セ
パ
我
其
心
卜
學
校
ト
ノ
間
白
雲
千
里
ナ
ル
ヲ
見
ル
而
已
夫
レ
天
人
一
膿
自
他
無
別
卜
言
ヘ
リ
斯
ク
ナ
ラ
デ
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畢
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ノ
隆
盛
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期
シ
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シ
サ
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此
記
念
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モ
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シ
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見
ニ
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一
日
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歓
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モ
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ノ
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光
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皇
恩
一
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報
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ラ
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国
家
笈
ピ
ノ
時
ナ
リ
濫
喪
ノ
日
一
一
多
キ
ハ
内
愛
ナ
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窺
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毛
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カ
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一
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ノ
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見
テ
移
り
利
ノ
多
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ヲ
聞
一
ナ
走
ル
恰
浮
雲
ノ
如
シ
豈
浩
歎
ノ
限
ナ
ラ
ス
ャ
諸
子
能
と
此
一
一
眼
ヲ
着
テ
規
則
迩
奉
校
友
相
和
シ
孜
ヒ
ト
シ
テ
學
ヲ
勉
〆
．
〈
唯
本
校
ノ
面
目
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
亦
國
家
ノ
幸
一
輯
ナ
リ
諸
子
今
畢
生
タ
リ
ト
趾
疋
其
一
言
一
助
〈
即
國
家
ノ
全
局
一
一
影
響
ス
ル
ナ
リ
佐
久
間
象
山
我
四
十
一
一
〆
斯
身
ノ
天
下
一
一
閲
ス
ル
１
ヲ
知
ル
ト
ィ
ヘ
リ
象
山
ノ
人
傑
ニ
ソ
始
テ
然
ル
ニ
ァ
ラ
ズ
中
等
ノ
人
士
モ
然
リ
下
等
ノ
匹
夫
匹
婦
モ
亦
然
リ
則
チ
畢
校
一
致
ノ
観
念
ナ
キ
ハ
其
校
全
マ
マ
魁
ノ
破
綻
二
〆
亦
国
家
教
育
ノ
陵
夷
ナ
リ
榧
テ
戒
メ
ザ
ル
ヘ
キ
ン
ャ
是
ヲ
祀
規
ト
ス
諸
子
之
ヲ
諒
セ
ョ
明
治
三
十
年
十
月
十
日
第
五
高
等
學
校
教
員
総
代
嗣
南
へ
の
郷
愁
中央は嘉納校長・その右は秋月教授・左はハーン氏
（明治二十六年二月三日の遙別富眞より）
ヘ
ル
ン
氏
（
］
器
の
Ｉ
］
ｃ
Ｅ
）
も
招
鰐
し
た
。
而
し
て
そ
の
翌
二
十
五
年
一
一
一
月
七
日
に
は
、
欝
學
部
の
開
校
式
に
も
臨
ん
だ
。
六
月
八
日
に
は
、
花
岡
山
に
於
て
、
平
山
前
校
長
の
一
年
祭
も
行
っ
た
。
七
月
十
一
日
に
は
、
第
一
同
の
卒
業
式
も
學
げ
た
。
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かくて、一一十六年一月二十五日付を以て、第四高等中學校長中川元氏がその後任となった。シカゴに於けるコロンブス
博展倉へ、本校の建築圖や、嘗學部より妊娠後四週間の人鵠、肝臓ヂストマ騒卵その他を出品したのも此の年である。筒、
前後十三日に亙る長期の行軍その他、記すべき事もあるが、第五高等學校の名稀は、日清戦争の開始と年を同じうするの
で、次の”高校前期“に述べることにした。
嘉納校長は、瑞邦館に於て、柔道の指導は勿論、時には親しく修身の講話も爲し、又、秋月老教授の修身講話の際は、
生徒と共に傾蕊するほどの謙虚さもあったと云ふ。而してその去るに臨んでは、一一月一一一日、錦山杜頭に於て、全校の遙別
記念の爲眞を撮って居る。以てその信望を察すべく、ハーン氏がその翌年、龍南を去った主な原因の一つでもあったらし
龍
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。
かくて、溌刺たる青春の意氣と和親とは、途に二十四年十一月一一一日、天長節の佳辰を卜して、嘉納校長を會長とし、雑
誌部・演説部・撃剣部・柔道部・弓術部・戸外遊戯部から成る、総合的な校友會を出現させた。爲に、創立以來の懸案は
解決され、宿望は達成されたのである。而してその校友會の名穂に就いては、種種の意見も出たやうだが、山南水北を陽
と謂ふ、の古語に因んで、“龍陽”の一一字を選び、秋月教授に豪を啓かれて、遂に”龍南”と決定したことは、龍南會雑
誌にも記されて居り、又、よく話題にもなって居る。
既にして發會新興の餘力は、逸早く同月二十六日を以て、”能南會雑誌”を創刊するに至ったが、榛ゆまざる委員の努
力と、憎まざる教官の支援と、雨両相俟って毎號豊富なる内容を備へ、龍南人に歓迎愛護されたのである。
力と、憎まざる教官の支援と、雨蕾
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